
第２回まちにぎワークショップ　グループワーク意見抽出結果（北谷通り）

・・・強み

・・・弱み

・・・強化および改善に向けた具体的方策

商人祭りを活かす

近所付き合いが少ない

市民レベルの活動が必要

●

自転車道・歩道が整備されていない●

まち並みを再構築する資源はある 秩父鉄道まで連続したまち並みを発展させる○

今あるまち並みを残しつつ、昔の風景を醸し出す

武家町と町屋の「差」を出す

まち並みが壊されている

街に魅力がない

殺風景なまち並み

地域資源が活用されていない

●

北谷小町に会えるまちづくりを目指す

江戸のまち並みを再現する

秩父鉄道まで連続したまち並みを発展させる

商人町と武家町の境の歌舞伎門を復元する

城下町の風景を創る

●

●

●

水路を復活させる

帯廓を復活させる

かつては八幡神社から全体に水路があった●

生活道路としての役割を有している

交通事故が少ないイメージがある

○

○

11月に祭りがある○

道の狭さを逆手にとり、安全な通りにする

歩行者専用道路を整備する

歴史の積み重ねがある○

愛宕神社の祭りを復活させる

昔話の創作など、歴史を伝える活動を推進する

朝市などの店を出す

施設整備が行き届いていない

●

花壇を市民で作り上げるなどにぎわいの原点を創出し、人
や情報を集める

生活用品を購入できる店がない● 和紙やお香の店を造る

小さな店を設け、若者や女性を呼び込む

●

かつては個人商店や遊び場があった

安らげる場所がない

●

●

休憩所の要素を兼ねたカフェを造る

隠れ家的な店を出店して、まちの雰囲気を向上さ
せる

忠次郎蔵・牧禎舎・時田蔵・フライ屋を観光資源
として活用する
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行田で買い物ができるような施設を整備する

足袋とくらしの博物館に足袋を中心とした物品販売所を開設

文化的な側面からにぎわいを創出する

歴史的意義を明らかにする

水路、黒塀のある通りにする

休憩所や飲食店など滞留できる場を設置する

観光物産館を設置する

足袋を扱う店舗を設ける

●防犯灯が少ない

・・・弱み

以前は祭りが開催されにぎわっていたが、
今は少なくなっている

蔵巡り散策は良い

交通手段がない

行政が先導し、まちづくりを推進する

国道125号線など外部からのアクセスを改善する

ものつくり大学からバスを通す

大学と住民でバスのデザインを考える

休憩所が少ない

古びた建物の印象が悪い

インターロッキングによる舗装がきれい

道路が狭く、清潔感もない
蓮華寺から北谷通りまで連続した通りとして、ものつくり
大学が考え、造る

行田の通りのモデルケースとして整備していく

観光客が歩きやすい道路を整備する

現存している建物を活用する

歴史的建築物が少ない

・・・強み

空き家・空き地が多い

住宅地と空き地が混在している

観光スポットの中心にする

行政ではなく住民が盛り上げる

通りに標識を設置する

蔵の案内板を設置する

空き地を観光駐車場にする

空き家をカフェや学生が住むアパートなどに活用する

飲食店などの店舗が少ない●
看板が少なく、街がきれい

板塀があって風情がある

通りを歩く人が少ない

蔵の街としては材料が不足している

商店と住人の協働によるまちづくりが求めら
れる

●

● ●

●

●

●

●町の性格を明確にする

歴史の復活に向けて、再現できるものを探す

●かつてはにぎわいがあった

●

●

●

通りを整備しても地域住民のメリットは少ない

住宅街であるため、人が増えると困る

看板が統一されていない

若者が少なく、活気がない

駅から近いのにも関わらず、隠れた通りのよ
うである

●

●

●

2020年の東京オリンピックに向け、ご当地通訳
を育成する

蓮華寺を中心としたまちづくりを行う

門前町として復活させる

○

●知名度が低い

第２回まちにぎワークショップ　グループワーク意見抽出結果（蓮華寺通り）

○静かで品がある
電線地中化を実施する ○ 牧禎舎の雰囲気が良い

浮城の緑のある小道を造る
寺のイメージが強い 寺で落語などのイベントを開催する

・・・強化および改善に向けた具体的方策

閉じられた空間で心地良い○

○

○

○

○

○

●

●
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